
教科シラバス

◆教科 総合応用技術 ◆科目 BAメイク ◆科目コード 60748 ◆授業の方法 講義・実習

◆開講年度 2023年度 ◆開講時期 2年通年 ◆担当教員 専任教員
（実務経験あり）

◆授業の回数 3h×70

◆授業の目的と
概要

基礎知識を深め、お客様に合わせたカウンセリング対応力を高めること。新商品や高評価・人気商品を用い、BA（ビューティーアドバイザー）として実務経験の

ある教員が、その経験を活かし、実際の店頭環境に近い状況でロールプレイングし、講義・実習を行う。

◆到達目標
知識・接待・技術を身に付け、様々なお客様に対して臨機応変に対応することができるようになること。

個性を生かした自分のカウンセリングスタイルをつくることができるようになること。

回数 授業内容① 授業内容② 授業内容③ 使用教材 備考

1 実習 メイクチャート

2 実習 メイクチャート

3 実習 メイクチャート

4 実習 メイクチャート

5 実習 メイクチャート 評価

6 実習 ブランドプレゼンテーション

7 実習 ブランドプレゼンテーション

8 実習 ブランドプレゼンテーション

9 実習 ブランドプレゼンテーション

10 実習 ブランドプレゼンテーション

11 実習 ブランドプレゼンテーション

12 実習 ブランドプレゼンテーション

13 実習 ブランドプレゼンテーション

14 実習 ブランドプレゼンテーション

15 実習 ブランドプレゼンテーション 評価

16 実習 ラッピング（キャラメル包）

17 実習 ラッピング（円柱）

18 実習 ラッピング（スクエア）

19 実習 ラッピング（斜め）

20 実習 ラッピング

21 実習 ラッピング

22 実習 ラッピング 評価

23 実習 就職メイクサポート

24 実習 就職メイクサポート

25 実習 就職メイクサポート

26 講義 皮膚の構造

27 講義 皮膚の仕組み

28 講義 皮膚の仕組み

29 講義 皮膚の付属器官

30 講義 皮膚の生理作用

31 講義 スキンタイプの分類（普通肌）

32 講義 スキンタイプの分類（乾燥肌、脂性肌、混合肌）

33 実習 スキンケアアイテム・スキンタイプカウンセリング

34 実習 スキンタイプカウンセリング

35 講義 シーズンスキン（春・秋）

36 講義 シーズンスキン（夏）

37 講義 シーズンスキン（冬）

38 実習 シーズンスキンプレゼンテーション

39 実習 シーズンスキンプレゼンテーション

40 講義 スキントラブル（乾燥） 評価

41 講義 スキントラブル（ニキビ）

42 講義 スキントラブル（毛穴）

43 講義 スキントラブル（シミ）

44 講義 スキントラブル（くすみ）

45 講義 スキントラブル（くま）

46 講義 スキントラブル（しわ）

47 講義 スキントラブル（たるみ）

48 実習 スキンカウンセリング（質疑応答）

49 実習 スキンカウンセリング（質疑応答）

50 実習 スキンカウンセリング 評価

51 講義 スキントラブル（乾燥）

52 講義 スキントラブル（ニキビ）

53 講義 スキントラブル（毛穴）



54 講義 スキントラブル（シミ）

55 講義 スキントラブル（くすみ）

56 講義 スキントラブル（くま）

57 講義 スキントラブル（しわ）

58 講義 スキントラブル（たるみ）

59 実習 フルカウンセリング（質疑応答）

60 実習 フルカウンセリング 評価

61 講義 性別による肌の違い

62 講義 スキンケアアイテム・スキンタイプカウンセリング

63 講義 ヘアスタイル・ヘアケア

64 講義 ベースメイク

65 講義 アイブロウ

66 講義 ボディケア

67 講義 メンズファッション

68 講義 メンズファッション

69 講義 模擬問題 評価

70 講義 メンズスタイルアップ検定（10月）

評価方法及び
基準

100点満点での実技テストを行い、チェックリストによる減点方式とする（授業8割以上の受講をもって評価する）

【評価】90～100点→A評価　70～89点→B評価　60～69点→C評価　0～59点→D評価

①追試験を受験して合格した場合、60点として評価する。（学校が適当と認めた理由により受験した場合はその限りではない）。

②試験または追試験の結果が59点以下の場合、再試験の受験を義務づける。

③再試験を受験して合格した場合、60点として評価する。


